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【教育目標】 

自立に向かう生徒 

平澤 興氏の精神 『人間 その無限の可能性』  『おろかしき誠実 もえる情熱 へこたれぬ忍耐』 
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 味方中学校では、各学年とも工夫を凝らしながら総合学習を進めています。 

＜１年生＞ 

来月５日～行われる「白根大凧合戦」に参加するため、凧作りの講師の方からの指導のもと、凧作りを

行っています。試しあげでは、風もよく大空高く舞い上がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜２年生＞ 

 笹川邸ガーデンの整備、農業体験、国際交流班の３つに分かれて活動を行っています。笹川邸ガーデ

ン班は「花火～スターマイン～」をテーマに整備を進めます。農業体験班はトマトなどの野菜づくり、国際

交流班はハワイの学生との交流に向けた準備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜３年生＞ 

 ３年生は先月に行われた修学旅行の振り返りと地域の魅力発信に向けた動画作成を行っています。修

学旅行では万博を訪れたり、班別自主研修を行ったりしました。とても楽しい３日間を過ごすことができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

夢織橋



 

 味方中学校では一昨年から、コミュニケーション能力の向上や自己理解、他者理解を深める研修を実

施しています。今年度も中林左知男先生をお迎えし、５月２３日（金）の午前中に研修を行いました。 

・委員会や部活動の会議のときに、意見を引き出すことに生かしていきたいと思いました。今日の研修で

は、３年生になって初めてまとめる立場になって少し心配しましたが、無事に終わらせることができて安心

しました。次回の研修でも今日学んだことを生かしていきたいです。（３年） 

・普段話さない人と話すから、誰か知らない人と話すときに生かせそうでした。話をするのは難しかったし、

とても疲れました。だんだんと慣れていけるようにしたいです。他学年と協力するのは少し難しかったです

が、楽しかったです。今日の、ビルドアップ研修で学んだことを今後の学校生活や将来に生かせていける

ようにがんばりたいです。（２年） 

・話す力が強くなった気がしました。他学年の人とはこれまではあまり話さないけど、自分から少しでも話

しかけられるようになるといいです。「どうして？」などの言葉を使うと、相手はそのことについてよく話して

くれるので、友達や家族などと話すときに使えるといいです。（１年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館での後半はペアトークです。お題について、ペア

でトークを進めていきます。ペアトークでは「質問の技カ

ード」を活用します。話が続いたり、深くなったりするよう

に「例えばどんなこと？」や「もう少し詳しく聞かせて？」な

どという言葉を多用していきます。ペアは４回変え、さまざ

まな生徒とトークを進めていきました。 

後半、ランチルームに活動場所を移して研修を進めます。４人１班、異学年でグループをつくり、ペア

同士で会話を進めます。普段、話をしたことがない人、初めて話す人などペアの組み合わせは様々

なです。だからこそ、「自分の話を聞いてもらえた！自分のことを知ってもらえた！そんな一面があるん

だ・・」など子どもたちに新たな気づきが生まれていました。 

研修のはじめはアイスブレイク！ 

進化じゃんけんやレールを用いた球

運びなど、体育館で体を動かしなが

ら活動を進めました。班は抽選で決

まるので、それぞれの班で工夫を凝

らしながら行いました。 


